
 

 

 

 

オートセンス OS 7.0：⾼い評価を得ている⾳質を維持
しながら、困難な聴取環境におけることばの聞き取りを
向上

Wright, A., Cox, M., Keller, M., Galster, J. 2025年8⽉. 

 

はじめに

フォナックは、25年にわたり⼈⼯知能（AI）技術を補聴器
に活⽤してきた実績を有しています。最初の製品への応⽤
は、フォナック クラロに搭載された⾃動システム、「オートセレク
ト」として実現されました。さらに機械学習を取り⼊れた、より
⾼度なシステムとしてフォナック サヴィアには「オートパイロット」
が採⽤され、その後、フォナック エクセリアでは、「サウンドフ
ロー」へと進化しました。2014 年にはオートセンス OS（以
下、ASOS）の初代バージョンが市場に導⼊され、⾳環境を
リアルタイムで分析し、その結果に基づいて信号処理を⾃動
的に制御する仕組みが採⽤されました。初代ASOSの有効
性を検証した臨床研究では、⼿動プログラムと⽐較して騒
⾳下におけることばの聞き取りにおいて 1.3dB のSN⽐の向
上が⽰されています¹。

 

 

 

ASOSは導⼊以降、継続的な改良が⾏われてきました。⾳
環境をより正確に分類できるようになり利⽤可能な機能が
拡充されたことで、システム全体の性能はさらに強化されて
います。その結果、さまざまな⾳環境において、ユーザーが得
られるメリットや満⾜度を最⼤化するよう進化してきました。
現在、ASOSには⾳響⼊⼒に応じた6つのプログラムが⽤意
されています。「静かな環境」「騒⾳下でのことば」「⾞の中
でのことば」「騒⾳下での快適性」「⾳楽」そして「⾮常に騒
がしい中での全⽅位からのことば」または「⾮常に騒がしい
中でのことば」です。これら6つのうち4つのプログラムは、背景
雑⾳の種類やレベル（無⾳状態を含む）と、ことばの有
無を基準として定義されています。これは、 ASOSがコミュニ
ケーションを設計の中核に据えて開発されていることを⽰して
います。

 

Phonak 
Field Study News. 

 7.0 improves speech understanding 

 

-world noise for next generation Infinio R and フォナック聴覚研究センター （Phonak Audiology Research Center）で実
施された臨床研究により、最新のプラットフォームである インフィニオシリーズ
の I-Rおよび I-スフィアでは、環境分類精度の改善により、実環境に近い
騒⾳環境下でのことばの聞き取りが統計学的に有意に向上することが確認
されました。
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ASOS 7.0は、前世代と⽐較して18倍の⾳環境データを⽤
いて学習されており、これまでのオートセンスの中で最も⾼い
環境分類精度を備えた構成となっています。技術的指標
による評価では、分類精度が24%向上していることが⽰さ
れています²。分類精度の重要性を明らかにするため「騒⾳
下でのことば」が単なる「騒⾳」と誤って分類された場合にお
ける、ことばの聞き取りおよび⾳質への影響を評価する臨
床研究が⾏われました。この⽐較は、騒⾳環境において⾃
動制御システムが直⾯する代表的な2つの選択パターンを
反映したものです。
多様な「騒⾳下でのことば」の録⾳データを⽤いて⼗分に学
習されたシステムは、⾳環境を正確に識別し、その結果に
応じて雑⾳を低減しながらことばの聞き取りを向上させる⾳
響クラスを適⽤します。⼀⽅、より単純なシステムでは、騒
⾳中のことばのパターンを⼗分に識別できない場合があり、
その結果、聴取の快適性を⽬的とした⾳響クラスが適⽤さ
れることがあります。この場合、雑⾳は低減されるものの、こ
とばの聞き取りの向上にはつながりません。

 

 

⽅法

対象

本研究には、両⽿に中等度から⾼度の難聴を有する、
62〜92歳（平均76±8歳）の補聴器装⽤経験のある
成⼈17 名 が参加しました。検査前には⽿鏡検査を実施
し、必要に応じて⽿垢の除去を⾏いました。

 

補聴器

本研究では、フォナック オーデオ I-スフィアの90 クラス（RIC

タイプ補聴器）を両⽿に⽤いました。補聴器はフォナックの
フィッティングソフトウェア Targetの推奨設定に従って調整ま
した。フィッティングには、フォナック独⾃の処⽅式である APD 
3.0 を使⽤し、推奨される⽿せんタイプを選択しました。⽿せ
んは、両⽿ともにパワー型が 7名、ベント付きが6名、⽚⽿に
パワー型、もう⼀⽅にベント付きを使⽤した参加者が4名で
した。また、全参加者に対してハウリングテストおよび実⽿測
定（REM） を実施しました。実⽿測定は、裸⽿レスポンス
（REUR）、実⽿閉鎖レスポンス （REOR）、実⽿装⽤特
性 （REAR）および最⼤出⼒（MPO）の測定を含むプロ
トコルに沿って⾏いました。フィッテイング後の微調整は⾏い
ませんでした。

 

 

 

表 1. 検査に⽤いた3つのプログラムにおける機能構成の概要

「騒⾳下での快適性」は、すべての⼊⼒レベルに対して全周波
数帯域で利得を⼀様に抑制し、⽿介効果を再現する指向
性マイクロホン（リアルイヤーサウンド）を使⽤します。また、定
常的な雑⾳源に対して有効な雑⾳抑制機能であるノイズブ
ロックは、中等度の強さに設定されています。

⼀⽅、「⾮常に騒がしい中でのことば」は 、ノイズブロックに加
え、指向性マイクロホンと連動して動作するダイナミックノイズ
キャンセルを組み合わせることで、その効果を強化しています。
このときのマイクロホンモードは、適応型の両⽿ビームフォーマー
であるステレオズーム 2.0 であり、SN⽐を最⼤ 6.4dB改善する
ことが可能です³。

「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」は、固定指向性
マイクロホンとディープ・ニューラル・ネットワーク（以下、DNN）
によって駆動される「全⽅位からのことばの明瞭性」と呼ばれる
雑⾳分離機能を組み合わせたプログラムです。この機能により
SN⽐を最⼤10.2dB改善することが可能です³。

 

 

「⾮常に騒がしい中でのことば」および「⾮常に騒

「⾮常に騒がしい中でのことば」「⾮常に騒がしい中での全⽅
位からのことば」は、最新世代のオーデオ I-R およびオーデオ I-
スフィア(いずれも 90クラス)を使⽤した際に、検査に⽤いた⾳
環境に対して ASOS 7.0が⾃動的に選択したプログラムです。
これに対して、前世代の ASOSは、実環境で録⾳された「騒⾳
下でのことば」のデータを⽤いた学習量が⽐較的少なかったた
め、騒⾳環境における「ことば」を「騒⾳下での快適性」として
過剰に分類していた可能性があります。
そのため本研究では、ASOS 7.0 に⽐べて学習に⽤いられた実
環境データ量が少ないシステムが選択するプログラムの代表例
として「騒⾳下での快適性」を⽤いました。

これらのプログラムは、利得特性および、指向性マイクロホンや
雑⾳抑制機能といった不要な⾳を抑えるための⾼度な
サウンドクリーニング機能の適⽤の違いによって区別されていま
す。表1に各プログラムの機能の違いをまとめています。

⽐較

「⾮常に騒がしい中でのことば」および「⾮常に騒がしい中で
の全⽅位からのことば」の⼿動プログラムを「騒⾳下での快
適性」の⼿動プログラムと⽐較しました。

Yoshida, Emi
スタンプ
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図1. 防⾳室内に設置した12台のスピーカーを⽤いた試験環境の模式図。アンビ
ソニック雑⾳（N）は12台すべてのスピーカーから提⽰し、⽬的⾳声（T）は被
験者正⾯(⽅位⾓0°)で、騒⾳と同⼀位置から提⽰した。

本検査では、あらかじめ設定した5段階の固定SN⽐条件
で⽂章を提⽰しました。 使⽤するSN⽐条件は、最良装⽤
条件(本研究では「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのこ
とば」)において実施した適応型 CNC (⼦⾳–⺟⾳–⼦⾳)
単語課題の結果に基づいて決定しました。具体的には、
CNC単語課題により、各参加者が正答率50%に達する
SN⽐、もしくは語⾳聴取閾値(SRT-50)を算出しました。
得られた各参加者の SRT-50は、あらかじめ設定した 5段
階の固定SN⽐条件(−5、−3、0、＋3、＋5 dB)のうち、
最も近い値に割り当てました。 その結果、17名中14名は
−5 dB、残りの 3名は−3 dBの条件で検査を実施しまし
た。

 

・ A は B に⽐べて⼤幅に良い
・ A は B に⽐べてやや良い
・ A と B は同程度である
・ B は A に⽐べてやや良い
・ B は A に⽐べて⼤幅に良い

 

 

 

 

 

参加者は2つのペア⽐較それぞれについて、⾳質に関する7
項⽬を評価しました。評価項⽬は「ことばの明瞭性」「ことば
の⾃然さ」「ことばの⾳量」「雑⾳の侵⼊」「聴取努⼒」「総合
的な⾳質」および「好み」としました。各ペア⽐較において条
件の提⽰順は⼊れ替えて実施し、各項⽬2回ずつ測定を⾏
いました。

 

参加者が「⾮常に騒がしい中でのことば」または「⾮常に騒が
しい中での全⽅位からのことば」を使⽤した場合、「騒⾳下で
の快適性」と⽐較して、ことばの聞き取りがより良好となると
仮定し、線形混合効果モデルを⽤いて検証しました。検査条
件はマイフォナック アプリとの接続によって管理され、参加者
および検査結果の採点を⾏った評価者はいずれも検査条件
について盲検化されていました。

⾏動指標によることばの聞き取りの評価に加えて、各検査終
了後に参加者へ主観的なことばの聞き取りに関する評価を
求めました。評価は5段階尺度で⾏い1を「まったく理解できな
い」、5を「とてもよく理解できた」と定義しました。

⾳質評価

⾳質の評価はA/B⽐較法を⽤いて実施しました。参加者は
タブレット端末を⽤い「騒⾳下での快適性」と「⾮常に騒がし
い中でのことば」、および「騒⾳下での快適性」と「⾮常に騒
がしい中での全⽅位からのことば」について、補聴器プログラム
を切り替えながらペア⽐較を⾏いました。その後、5 段階尺
度に基づいて各プログラムを評価しました。

これら3つのプログラムはいずれも、雑⾳を抑制し快適な聞こ
えを提供することを⽬的として設計されています。ただし、こ
とばの聞き取りの向上を主⽬的として設計されているのは
「⾮常に騒がしい中でのことば」と「⾮常に騒がしい中での全
⽅位からのことば」のみです。前者は指向性によって、後者
は DNNに基づく雑⾳分離機能によって、それぞれことばの
聞き取りを向上させます。

ことばの聞き取り

騒⾳下におけることばの聞き取りは、12台のスピーカーを⽤い
た試験環境で評価しました。⾼次アンビソニック雑⾳を、す
べてのスピーカーから70 dBA で提⽰し、0°(正⾯)⽅向から
AzBio⽂リストを提⽰しました⁴。この雑⾳条件は、巡航⾼
度を⾶⾏中の航空機内での会話を想定したものであり、⽇
常⽣活において⼀般的でありながら、ことばの聞き取りが困
難な聴取環境を再現しています。使⽤した⾳源は実際の
航空機内で収録されたもので、主となるエンジン⾳に加え、
典型的な⼀過性雑⾳も含まれています。

適応型CNC単語課題を完了し、検査に⽤いる固定SN⽐条
件を決定した後、各参加者は練習⽤としてAzBio⽂リストを
1つ実施しました。その後、各検査条件につき2リストつずつ評
価を⾏いました。
したがって各参加者は合計7つのリストを⽤いて検査を実施
しました。使⽤した7つのリストは全参加者で共通とし、条件
の提⽰順および各条件に割り当てるリストの順序を⼊れ替
えて実施することで、順序効果およびリスト効果を最⼩限に
抑えました。

⾳質評価およびことばの聞き取り課題は、いずれも同⼀の
騒⾳環境で同じ提⽰⾳圧レベルで実施し、SN⽐も両課題
間で統⼀しました。⾳質評価には、実際の会話に近い発
話様式で⼥性話者が発話した⾃然⽂⾳声を⽤いました。
⾳声の⻑さは2分未満とし、必要に応じて繰り返し提⽰しま
した。
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ことばの聞き取りについての主観的な評価では、参加者の
88%が「⾮常に騒がしい中でのことば」を「騒⾳下での快適
性」と同程度、またはそれ以上に聞き取りやすいと評価しま
した。「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」では、こ
の割合は94% に増加しました。

 

 

⾳質評価

ほとんどの参加者は、すべての⾳質評価項⽬において「⾮
常に騒がしい中でのことば」を「騒⾳下での快適性」と同程
度、またはそれ以上に⾼く評価しました。特に「ことばの⾳
量」と「雑⾳の侵⼊」は最も⾼い評価を⽰しました。これらの
結果は、⾏動指標で⽰されたSN⽐の向上が、主観的にも
知覚されていることを⽰唆しています。

 

図 4.「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」と
「騒⾳下での快適性」の⾳質評価⽐較

 

 

結論

想定どおり「⾮常に騒がしい中でのことば」は「騒⾳下での快
適性」と同等またはそれ以上の⾳質を提供しました。さらに、ス
テレオズーム 2.0およびダイナミックノイズキャンセルの効果によ
り、ことばの聞き取りを向上させることが⽰されました。ステレオ
ズームは指向性によってSN⽐を改善するため、ことばと雑⾳が
異なる⽅向から到来する環境では、「⾮常に騒がしい中でのこ
とば」は「騒⾳下での快適性」と⽐較して、より⾼い聞き取り
性能を発揮すると考えられます。

「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」は、「騒⾳下での
快適性」を上回る聞き取り性能を⽰し、その向上幅は「⾮常
に騒がしい中でのことば」よりもさらに⼤きい結果となりました。
これは本プログラムが、⾳声と雑⾳の空間的な位置関係に依
存せず、ことばの聞き取りを向上させるよう設計されているため
と考えられます。さらに、 DNNによる⼤規模学習により、サウン
ドクリーニング処理においても⽬的⾳声を過度に損なうことなく
保持できることが⽰唆されており、この特性は⾼い⾳質評価に
よっても裏付けられています。

「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」も⾼い評価を⽰
し、⾳質評価7項⽬のうち5項⽬において、すべての参加者が
「騒⾳下での快適性」と同程度、またはそれ以上と評価しまし
た。該当する項⽬は、「ことばの⾳量」「雑⾳の侵⼊」「聴取
努⼒」「総合的な⾳質」「好み」の5項⽬です。さらに「聴取努
⼒」と「総合的な⾳質」については、参加者の94%が「⾮常に
騒がしい中での全⽅位からのことば」を「騒⾳下での快適性」
よりも⾼く評価しました。これらの結果と⼀致して、「好み」にお
いても評価は極めて⾼く、参加者の100％が「騒⾳下での快
適性」よりも本プログラムを好むと回答しました。

図 2. 17名の参加者における3条件それぞれのことばの聞き取りのスコア。
「騒⾳下での快適性」の平均正答率は58％(±15)、「⾮常に騒がしい中でのこと
ば」は66％(±14)、「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」は80％(±11)。

結果

ことばの聞き取り

「⾮常に騒がしい中でのことば」は、AzBio⽂リストにおいて
「騒⾳下での快適性」と⽐較して有意に⾼い成績を⽰し、
正答率は平均で8パーセントポイント向上しました
(p <.001)。

「⾮常に騒がしい中での全⽅位からのことば」を使⽤した場
合も、正答率は平均で22パーセントポイント有意に向上し
ました(p < .001)。

図3.「⾮常に騒がしい中でのことば」と「騒⾳下での快適性」の⾳質評価⽐較

図3.「⾮常に騒がしい中
⾳質評価⽐較

https://www.phonak.com/evidence
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⼤学にて⼼理学の博⼠号 (Ph.D.)を
取得し、加齢に伴う話し⾔葉の神経
処理の違いに関する研究に従事してき
ました。

2019年よりスイスにて、フォナック／ソノヴァに勤務した後、
2023年に⽶国へ異動し、フォナック聴覚研究センター
(PARC)のチームの⼀員となりました。 

主任研究者
Jason Galster, Ph.D.,
臨床研究戦略担当 バイスプレジデント

Jason は、将来の聴覚技術の開発お
よび科学的検証に向けて、世界各地
の臨床研究チームと連携しながら研究
活動を⾏っています。国際的に評価さ
れている著者・講演者であり、聴覚学
分野の⾮常勤教授も務めています。

研究関⼼は、個⼈差を特徴づけるための統計的⼿法や、⽇
常⽣活における聴覚アウトカムの測定など、多岐にわたりま
す。
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これらの結果は、すべての騒⾳環境を⼀律に扱うべきではな
いことを⽰しています。ことばが含まれる環境において、⼗分
なサウンドクリーニング処理をせず、単に全体の⾳量を低減
するのみでは、コミュニケーションの機会を損なうとともに、補
聴器の性能を⼗分に引き出せない可能性があります。
そのため、 ASOSのようなAIベースのアルゴリズムは継続的な
改良が重要であり、最終的にはユーザーがあらゆる環境にお
いて補聴器の利点を常に最⼤限に享受できるようにすること
が期待されます。
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オートセンス OS 7.0 : ⾼く評価されている⾳質を維持し
ながら、困難な聴取環境におけることばの聞き取りを向
上

Wright, A., Cox, M., Keller, M., Galster, J. 2025年8⽉.

 

 

主なハイライト

• オートセンス OS 7.0（以下、ASOS 7.0）は、聴取環境
への適応精度が24%向上しており、補聴器装⽤者はど
のような瞬間でも優れた⾳質を体験できます。

• インフィニオ スフィア装⽤者の100％が、前世代よりASOS 

7.0 を好むと回答しました。

 

• 聴取環境の正確な分類により、ことばの聞き取りが I-R
で8% 、I-スフィアで22%改善しました。

実践における考慮点
• 本研究の結果から、最新世代のI-RおよびI-スフィアを装
⽤した場合、⾳質を損なうことなく、騒⾳下でのことばの
聞き取りの向上が期待されます。

• 聴覚専⾨家は、スタートアッププログラムに ASOS 7.0を
使⽤することで、ユーザーの⾼い満⾜度に⾃信をもつこと
ができます。

• フォナックは継続的な改善を重視しておりASOSなどのAI
機能は常に最先端であり続けます。

Phonak
Field Study News.
1ページ概要

フォナック聴覚研究センター （Phonak Audiology Research Center）
で実施された臨床研究により、最新のプラットフォームである インフィニオシ
リーズの I-Rおよび I-スフィアでは、環境分類精度の改善により、実環境に
近い騒⾳環境下でのことばの聞き取りが統計学的に有意に向上することが
確認されました。


